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•  中野貴由教授（阪大・工）とともに、材料工学・生物科学・データ科学の融合による新しいバイ
オマテリアル研究に取り組んでいます。

• 骨が力学的な負荷に応じて自らの微細構造を変化させ強くなる仕組みに着目し、その生物学的メ
カニズムを細胞・分子レベルで解明することで、骨の「質」を能動的に制御する材料の創製を目
指しています。この知見は、骨粗鬆症などの骨疾患治療にとどまらず、宇宙滞在時の無重力環境
における骨質維持への応用が期待されています。

• 材料表面の微細なパターン設計によって骨を形成する細胞の並び方を精密に制御し、生体骨に近
い配向構造を人工的に誘導する技術を開発しています。この技術により、骨部位ごとに異なる配
向構造の自在設計が可能となり、次世代の骨医療デバイスの実現につながります。

• 金属材料の腐食挙動と細胞毒性を統合した独自の適合性評価指標（VITA Index）を考案し、AI を
活用したデータ駆動型の生体材料スクリーニングを可能にしました。従来合金から高エントロピー
合金まで幅広い材料系に対応し、次世代インプラント材料の効率的な探索と設計に貢献します。

骨疾患治療（骨粗鬆症・大理石骨病）、骨再生医療デバイス、次世代インプラント材料設計、宇宙医学

力が骨を強くする仕組みを解明し、材料科学で制御する 
～細胞メカニズムからデータ駆動型生体材料設計へ～
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•  生体用金属材料の腐食疲労現象や摩耗腐食現象などの腐食現
象について、カソード反応に注目した実験と計算科学を融合
することにより、金属インプラントの腐食損傷メカニズム解
明および長期信頼性向上を目指す。

• 細胞培養下での電気化学測定などによる材料側の評価に加
え、免疫染色法などを用いて細胞形態などの細胞側の評価を
実施。

• 電気化学反応を利用した金属の表面改質により、金属表面へ
のナノ微細構造被膜作製や、被膜からの為害元素除去などを
実施。

腐食防食分野、バイオマテリアル分野

電気化学的手法による生体用金属材料の界面現象解明
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＃腐食防食 ＃電気化学 ＃生体用金属材料 ＃不働態皮膜
＃数値シミュレーション
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